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１．海外経済協力会議 

 

（１）「司令塔」設置を評価。国益を念頭に置いた議論を期待 

（２）一方で「空洞化」懸念あり。一定のディスクロで外部からもチェックを 

（３）適宜、民間経済界からの意見聴取の機会を 

 

 

２．「一つの政策金融機関」における国際金融機能 

 

（１）「国内」と「海外」の業務の相違を認識した組織作りが必須 

（２）先進諸外国との競争のイコール・フッティング確保が必要 

（３）一方で、民間金融機関のスキル向上にも期待 

 

 

３．新ＪＩＣＡ 

 

（１）「３つのメニュー」を有する援助機関としての相乗効果を期待。 

既存メニューの多様化・柔軟化も課題 

(迅速性向上、メニュー間の有機的連携、ＳＴＥＰ見直し 等) 

（２）「無償資金協力」も極力、新ＪＩＣＡに 

（３）重要な「担い手」たる民間企業との連携強化が課題 

（４）「ミニ・マルチ機関」なら不要 

 

 

４．その他 

 

（１）国際金融と新ＪＩＣＡの連携 

（２）官民パートナーシップ（例：アジアＰＰＰ）の推進 

（３）残された重要課題：マルチ援助 等 

 

以 上 




